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　社会を明るくする運動として、ぼくたちが目指すこ
と。それは、「一人一人が輝けるものをもち、それぞ
れのちがいを尊重し、多様性が受け入れられる協創
の世の中を作ること」ではないかとぼくは考えまし
た。
　どうしていじめや非行が起こるのか。それは夢中
になって打ち込めるものがないから、輝けるものが
ないからではないでしょうか。安心できる居場所がな
く、人をねたんだり、憂さ晴らしのためにいじめをし
たり、非行に走ったりという話を聞きます。
　ぼくはケンカをしたり、いじめられた経験がありま
す。先生に解決してもらっても、いつしかぷつりと効
果がなくなってしまいます。
　ですが、ぼくは自分に合った好きなことをみつけ、
打ち込み始めてからというもの、いじめを受けること
がなくなり、ケンカも少なくなってきました。
　考えられる理由は二つあります。
　一つ目は、好きな事に熱中しているうちに、自分
の意識が変わり、ケンカやいじめで、からまれるすき
がなくなったことです。
　二つ目は、ケンカやいじめの相手のぼくへの見方
が変わることです。
　自由研究などで好きなことを模造紙にまとめ、作
った作品と一緒に持っていくとクラスのみんなは
「何作ったの？」「見せて見せて。」と言ってくれます。
そして、見終わると「すごい！」といって何度も来てく
れます。
　こんな風に自分に合った好きなこと、つまり、「夢
中になれること」をみつけると、人から好かれ、自然
とその人は輝いて見えます。いや、輝いているので
す！自信も生まれて、いじめる側も手が出しづらくな
ります。
　見た目だけでなく、みんな育ってきた環境もちがう
し、考え方、感じ方、応じ方もちがう。ということは、
それだけの夢中になれることがあり、それだけのち
がった良さがあります。そのちがいをそれぞれがみと
め合い、多様性が受け入れられるそんな世の中にな

れば、ちがいが大事にされて、一人一人が自分の居場
所をみつけやすくなり、だれにとっても安心できる明
るい社会となっていくと思います。
　「今は競争社会だ。」とよく耳にします。しかし、
「競争」が明るい社会を作れるのでしょうか？ぼく
は今の社会は、「競争」があまりにも激しすぎると感
じています。これからの社会に必要になってくるのは
「競争」ではなく、「協創」ではないでしょうか。
　ぼくはプログラミングを使ったものづくりをしてい
ますが、よく「同じ考え方、同じ価値観、同じ所属の
人が集まっても新しいものは生み出せない。全くち
がう考え方、価値観、所属の人が集まってこそ、イノ
ベーション（革新）を起こすことができる。」と聞き
ます。
　これからの社会も同じで、異なる立場、意見、価
値観の人が集まって協力しあって社会を作っていく
こと、つまり、「協創」が必要とされているのだと思
います。
　この数年、ぼくは夢中になれることを通し、たくさ
んの人と出会い、たくさんの経験をして、自分という
樹の根を大きくしてきたのだと思います。
　夢中になれることは、自信のなかった自分に自信
を与え、居場所をも作ってくれました。
　好きだからこそ、失敗を乗りこえ、試行錯誤する
ことができました。ねばり強く努力することができ、
人として少し成長することができたと思います。
　ぼくはこれから、夢中になるものを見つけることが
どんなに楽しいか、すばらしいかを周りに知ってもら
うことで、社会を明るくしていきたいと考えます。夢
中になれるものをみつけ、自分が伸びていくのを感
じたなら、非行や犯罪に走ることも少なくなると思
います。ぼくが楽しいと感じていることを周りも楽し
いと思ってくれるかは分からないけれど、好きな事で
伸びていく楽しさを色々な人に伝えていきたい。
　そして、「競争」ではない、「協創」の社会を創っ
ていきたい。未来に向けて。
　

　とても大切な命。それは人間だけでなく、動
物にも植物にもたった一つずつ与えられた物で
す。命は一度なくしてしまうともう二度ととりもど
すことはできないのです。
　私が家族と車で出かけて、あるふみ切りを通
る時にこんな話を聞きました。その見た線路で
女の人が自殺を図り、線路に入ったのを助けよ
うとしたけいさつ官の人が電車にはねられてしま
ったという話です。たった一つの命をすてようと
した女の人は助かり、助けようとしたけいさつ官
はたった一つの命をなくしました。けいさつ官は
みんなが言うには、とてもやさしく正義感が強
い人だったということでそのやさしさと勇気に
線路の横に記念碑がたてられました。
　私は、その話を聞いて「命の大切さ」について
あらためて考えなおしました。亡くなったけいさ
つ官はどんな気持ちだったのだろうか、家族は
どんなに悲しい思いをしたんだろうか、助けられ
た人は今どうしているのだろう、どんな思いです
ごしているのだろう。私だったら自分の命をすて
て人を助けることができるだろうか、自分の立場
とおきかえていろいろ考えてみました。そうする
と元気に学校に行き、学校はとても楽しくて家
に帰ったら、家族がいて、みんなでそろってご飯
を食べたり、話をしたり、出かけたりして終わっ
ていく毎日がどんなことよりも幸せで、感謝しな
ければいけないということに気付きました。そし
て命は一人一人に一つずつだけに与えてもらった
とても大切な物だからどんなことがあっても自
分からすてようと思ってはいけないということ、
生きている一日一日、一秒一秒がとても大切な
物で、命がある間は一生けん命、後悔しないよう
に生きないといけないと強く思いました。
　私は、ようち園の時に一緒に住んでいたおば
あちゃん、おじいちゃんが亡くなり、おととしにも
う一人のおばあちゃんが亡くなりました。亡くな
ってもやさしかったおじいちゃん、おばあちゃん

の姿はいつまでも心の中に残っています。お散
歩をしてくれたり、いっぱい遊んだりしてくれたお
じいちゃんとおばあちゃんも、命がある間一生け
ん命生き、私達の心の中にいつまでも消えない
で残るのだと思います。これからは、おじいちゃ
んやおばあちゃんの命はお父さん、お母さん、私
達にひきつがれてこれから先ずっとひきつがれて
いくのだなと感じました。
　とても悲しい事故だけれど、亡くなったけいさ
つ官の人のことは、会ったことはなくてもたくさ
んの人の心の中に残ると思います。自分の命の
ひきかえに人を助け、たくさんの人たちに「命の
大切さ」を伝えました。また、多くの人に勇気を
あたえたけいさつ官は世界一のけいさつ官だと
私は思います。命の大切さを教えてくれた世界一
のけいさつ官に感謝して、世界一のけいさつ官
の努力、勇気をこれからたくさんの人たちに伝え
ていきたいです。私も大切な一日一日、一秒一秒
を一生けん命生きようと思います。
　たくさんの人を助け、命の大切さを教えてくれ
た世界一のけいさつ官に「ありがとう。」

　

　私にとって社会を明るくする運動とは何か。私に
とって明るい社会とは何か。これらを考えることから
始める必要がありました。なぜならば、明るい社会は
今の私にとって何となく身近に感じているものだか
らです。家も学校も楽しく、最近務め始めた放送委
員も機械の操作に苦戦しながらも楽しいからです。
そのため、今の私にとって社会を明るくする運動は
暗い社会を明るくする運動ではありません。明るい
社会をより明るくする運動であり、明るい社会を明
るくし続ける運動になるのだと思います。そして私が
初めに考えた明るい社会とはみんなが心から笑え
る社会であると考えました。
　この後、私はこの作文のテーマとなっていた社
会を明るくする運動について家族と話をしてみまし
た。すると私の周りにはいろいろな社会があり、社
会を明るくするいろいろな運動があることがわかりま
した。初め私は社会というものが家族や学校を中
心とした地域社会だけしか考えていませんでした。し
かしインターネットでつながる社会も身近にあること
が分かりました。私はスマートフォンを持っていませ
ん。時々母から借りて使っていましたが、これもイン
ターネットという社会に接していることだと気付きま
した。また、それらの社会を明るくするためにいろい
ろな運動が行われていたのです。その運動の一つ
目は交流です。それは近所の方 と々のあいさつや
様々な行事という形で行われていました。あいさつ
は小さな交流です。近所であいさつが毎日行われる
ことによって近くの方々の様子が共有されて、急に
病気になった人が現れてもだれかが気付くことがで
きるようになります。また、不審者が現れてもみんな
で情報を共有して備えることができます。行事は大
きな交流です。私が参加しているものには町内会
のものや学校のものがあります。町内会ではもちつ
き大会やお祭りなどがあり、学校の行事では池三
子供祭り、運動会、文化発表会などがあります。そ
れらの行事は町内会の方々や先生方や保護者な
どに支えられて成り立ち地域の交流が成されてい

ます。運動の二つ目はきれいな町作りです。私の近
所にはあまりゴミが落ちていません。これはだれもが
当たり前の様にゴミをゴミ箱に捨てているからだと
分かりました。最近、近所に住む祖父のお店でシャ
ッターに落書きをされる事件がありました。「ひどいこ
とをするなぁ」と思い私は悲しくなりました。祖父はペ
ンキで落書きをすぐに消していました。父からは「落
書きがあるとお店にとってみっともないだけでなく、
町の安全のためにもよくないんだ」と教わりました。
町に落書きが多いと犯罪も多くなりやすいそうです。
だから祖父が落書きをすぐに消した理由が分かりま
した。三つ目は犯罪の防止や災害への備えです。
不審な人について行かないなど家や学校でくり返し
教えてもらいましたが、これも犯罪に私達が巻き込
まれないようにするための活動だと分かりました。家
族と話しをする中では意外と私に近い所でも犯罪
が起きていることが分かりおどろきました。また、ゴミ
を夜に出してはいけないと教えられてきましたが、放
火と火事を防ぐためだということが分かりました。地
震への備えとして行われるひ難訓練は災害に備え
るための大切な活動です。最近、熊本で大きな地
震がありました。ひ災した方々にとってはそれまで続
けてきた明るい社会が急に暗くなったのだと思いま
す。しかし、日常の地域交流や災害に対する備えが
あったからこそ、ひ災者の方々はみんなで助け合っ
ていけるのだろうと思います。私にもいつ同じ様な
災害がくるかわからないので日ごろから備えることが
大切だと思いました。
　私の身近なところに社会を明るくする運動はいろ
いろありましたが、運動はみんなが参加しないと成り
立ちません。これまで私は積極的には参加していま
せんでした。しかし、この作文を書くことによってその
運動の大切さが分かりました。これからは少しずつ
でも参加する機会を増やしていきたいと思います。

　僕は最近「命」の大切さを実感しました。僕の母
は半年ほど前に亡くなりました。理由はガンで医師
から余命二年ほどと宣告されていました。
　この宣告のことを知ったのは亡くなる１ヶ月前の
ことでした。夜、いつも通り夕食を食べ終わりお風
呂に入り十分ほどしてお風呂を出ました。その時「大
事な話がある。」と、とても重い言い方で父に呼ば
れました。一緒に兄も呼ばれ話が始まりました、そし
て宣告のことを知りました。「母さんもう長くない」
と言われた時は涙が自然とでてきました。めったに
泣かない兄ですら泣くほど悲しく辛い現実でした。
また、僕は自分に対する怒りもありました。その怒り
とは、自分は母になに一つ助けることが出来なかっ
たことでそのことは今も後悔していて、一生の後悔
でもあると思っています。その後、母が亡くなってか
ら僕は最低限のことでしか外に出なくなりました。
部活もほとんど行かなくなり、休日は家に居る時間
がかなり増えました。また、家に居る時に「自分のせ
いで母は死んだ、自分は何故生きているのか。」な
どと考えるようにもなっていました。でもある日言わ
れた父の言葉で変わることが出来ました。「お前ら

を一生懸命育てるからお前らも一生懸命生きろ。」
この言葉を言われて母も一生懸命生きた、だから自
分も一生懸命生きなければならないと感じました。
また、短い「命」を大切にしなければと思いました。
　熊本地震では四十九人もの人が亡くなり住宅の
倒壊や、土砂災害などで苦しむ人も多く、中には避
難生活中に持病などが悪化し亡くなった人もいて、
懸命に生きている人、生きていた人がいるのに、自
分は勝手な思いで「命」を無駄にしようとしていたこ
とに気付きました。また、東日本大震災から五年目
でもあり、いまだに行方不明の人もいて、「命」の大
切さを更に実感しました。僕たち中学生ではいじめ
の問題などもあり自ら命を絶つ人もいて、そのような
ことをなくすことで、社会が明るくなることにもつな
がると思いました。
　僕は今までの経験を活かし「命」の大切さを頭の
片隅に置いて生活していきたいです。また、僕には、
自分より年下のいとこなどもいるのでこのことを伝
えたいです。そして今ある家族との時間を大切にし、
自分の「命」も大切にしたいです。

　僕は、日々犯罪や非行のない安全で安心な暮ら
しのできる町に住みたいと願っています。しかし、安
心で安全な町をどうしたら実現できるのか、今回の
作文を書くまで正直考えたことはありませんでした。
きっと自分ではなく、大人がそうした町を作ってくれる
のだと考えていました。あの話を聞くまでは。
　僕の祖父の姉は、保護司という仕事をしていま
す。夏休みに祖父の家に遊びに行ったときには必
ず僕に様々な話を聞かせてくれます。
　ある時、僕に保護司という仕事について教えてく
れました。
「大貴君、保護司というのは、罪を犯してしまったけ
れど、一生懸命償おうとしている人を日々見守って、
困った時に助けてあげる仕事なの。だけど、その人
たちを本当に助けてあげられるのは君たちなの
よ。」
僕が助けるというのはどういう意味なのだろうか。そ
の時は話の意味がよく分かりませんでした。
　今から三年前、突然祖父から連絡がありました。
保護司のおばさんの旦那さんが交通事故で亡くな
ったというのです。スピードを出していた車が自転車
で走っていた旦那さんと衝突したという事故でした。
運転していた人は携帯電話を操作しながら前方に
注意を払っていなかったのです。残された保護司の
おばさんの悲しみは言葉では表せないものでした。
　僕自身、この話を聞いて、どうして、いつも人のた
めに尽くしているのに、こんな目にあうのだろうかと
感じたことを覚えています。
　その後、一周忌の時に、保護司のおばさんと会
い、おばさんが悲しみをこらえて僕にこんな話をして
くれました。
　「大貴君、おばさんも事故の直後は、絶対に運

転していた人を許せなかった。残された家族の悲し
みを思い知らせてやりたかった。だけど、運転してい
た人にも家族がおるんよ。どこかで気持ちを変えなく
ちゃいけない。前を向かないとね。」
　この話を涙ながらに語ってくれたおばさんの姿を
忘れることができません。保護司という仕事をしてい
たからなのかは分かりませんが、被害者であるおばさ
んが、運転していた人の家族を思いやることができ
るのはすごいと思いました。
　安全で安心な町を実現するために、自分に何が
できるだろうか、保護司のおばさんに起こった悲しい
出来事を二度と繰り返さないために何ができるのだ
ろうかと考えてみました。
　一つは、日頃から相手を思いやる気持ちをもつこ
とです。相手を思いやるからこそ、自分自身が気を付
けなければならないことがあるはずです。
　何気ない言葉遣いや態度が相手を傷つけること
もあります。自分の生活の中で気を付けていきたい
です。
　二つ目は、自分の住んでいる町の人たちとつなが
りを持つことです。僕は毎年、長崎地区の地域清
掃に参加しています。清掃の中でたくさんの地域の
方 と々知り合いになることができました。自分の地域
に住む人たちと普段から知り合いになることで、助
け合う気持ちがもてたらいいなと思っています。
　保護司のおばさんが言っていた言葉の意味が今
は少し分かった気がします。
　「その人たちを本当に助けてあげられるのは君な
のよ。」
　

　「あなたが何気なく過ごした今日は、昨日死
んだ人がどうしても生きたかった明日なんだ。」
　その言葉を聞いた時、私は心が震えた。
　命ってなんだろう。
　出産のシーンなどをテレビで見ると、自分がこ
の世に生まれてきたことは奇跡のように感じる
のに、人が多い所に行くと、こんなにもたくさん
いるのだから自分一人が欠けたって何も変わら
ないと思ってしまう。
　辛い時は自分なんていなくてもいいと思うの
に、本当に死ぬのは怖い。いっそ生まれてこなけ
ればよかったと思うのに、今までの楽しかった出
来事をなかったことにはしたくない。自分勝手だ
なと自分でも思う。
　普段ニュースを見ていると、イスラム国の惨殺
や、貧しい国の子供たちの病死、事件や事故な
どの「死」という言葉が、毎日と言っていいほど
頻繁に出てくる。私たちにとって一番遠くにある
はずの死が、身近に感じてしまう。
　今年の四月に起こった熊本地震。あの地震で
四十九人が亡くなった。日を追うごとに増えてい
った死者の数。いつものように淡々と読み上げ
るアナウンサー。私はつい「東日本大震災のよ
うな死者の数じゃなくてよかった」と思ってしま
った。死者が一人だろうと千人だろうと命の重さ
は変わらないのに。
　死者四十九人。改めて考えてみると、とても大
きな数字だと思う。なぜなら、四十九人のお母さ
んが大変な思いをしてその人を産み、大切に育
て、四十九人それぞれの人生があったはずだから
だ。
　地震のほかにも私が気になっているのが、中

学生の自殺のニュースだ。その原因はいじめが多
いらしい。私と同じくらいの歳の子が、自らの手
で自らの命を絶つ。
　私だって死んでしまいたくなるような時もある
けれど、そんな時は一人で悩まず、親や友達・先
生に相談するようにしている。自殺してしまった
人たちには、頼れる人が、一人もいなかったのだ
ろうか。いや、全くいなかったわけではないと思う。
　まずは相談してみる。そうすれば必ず誰かが心
の支えになってくれると思う。相談した人もされ
た人も、命について考えるきっかけになるはずだ。
そう考えると、相談することは決して悪いことで
はないと思う。
　「誰かが生きたかった明日」という言葉を改
めて考えてみる。私は今日という日を大切にし、
一生懸命生きようと思った。そんな気持ちを一人
一人が持っていれば、人が人を傷つけるような悲
しいことは起こらずに済むと思う。
　だから私はこれから、自分の命を愛そうと思う。
　毎日、自分が生きていることに感謝し、世界に一
つしかない自分の命に誇りをもって生きていこう。

　

いつまでも心に残る命

　とても大切な命。それは人間だけでなく、動
物にも植物にもたった一つずつ与えられた物で
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　僕は最近「命」の大切さを実感しました。僕の母
は半年ほど前に亡くなりました。理由はガンで医師

★★★推進委員長賞
　僕は、日々犯罪や非行のない安全で安心な暮ら
しのできる町に住みたいと願っています。しかし、安

★★★常任委員長賞

　私にとって社会を明るくする運動とは何か。私に
とって明るい社会とは何か。これらを考えることから

★★★優秀賞

　「あなたが何気なく過ごした今日は、昨日死
んだ人がどうしても生きたかった明日なんだ。」

★★★優秀賞

夢中になれるもので「協創」の社会を 社会を明るくする運動と私

「命」の大切さ 僕が作る安全で安心な町 命を愛す

★　　★ ★　　★ ★　　★

★　　★★　　★★　　★

千川中学校　
2年生 　川崎　廉さん

かわさき　　れん

池袋小学校　
6年生 　水野　優希さん

みずの　　  ゆうき 目白小学校　
6年生 　吉岡　里花さん

よしおか　　  りか 池袋第三小学校　
6年生 　中込　優香さん

なかごめ　　  ゆうか

西池袋中学校　
2年生 　内野　百々羽さん

うちの　　  　  ももは西池袋中学校　
2年生 　関根　大貴さん

せきね　　    だいき

中
学
生
の
部

中
学
生
の
部

小
学
生
の
部

小
学
生
の
部
1,235作品

496作品
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